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研究成果の概要（和文）：Performance Assessmentとは、何らかの課題や活動を実際に遂行することにより評価
するものであり、Wiggins,Gによって定式化された評価法である。開発のためには、評価課題（パフォーマンス
課題）の開発と評価基準（ルーブリック）の開発が必要となる。本研究では、前者に関して、音楽的経験におけ
る相互作用の可視化を企図した課題を創出した。また、後者に関しては、米国のプロジェクトを援用し、教員養
成における事例シナリオに関するルーブリック作成し、大学の授業で試行した。

研究成果の概要（英文）：Performance Assessment is an evaluation method developed by G. Wiggins that 
conducts evaluations based on any tasks and activities that have been performed. For its 
development, it is necessary for evaluation tasks (performance tasks) and evaluation criteria 
(rubric) to be developed. In this research, for the former, we have created tasks that aim to 
visualise the interactions in musical experience. For the latter, we used a project from the U.S. to
 create a rubric regarding case scenarios in teacher training, and conducted trials using university
 lessons.

研究分野：音楽教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
音楽科教育では、表現と鑑賞の活動を基盤
として学習が展開される。音楽科で重要な非
言語活動も、近年求められている言語活動の
充実も、発達初期段階の「音楽的対話」の充
実が基盤となる。 
このような「音楽的対話」を重視した音楽
的経験を軸とし、カリキュラム開発やコンテ
ンツを蓄積してきたが、現場での応用のため
には、文脈に左右されずに客観的な質保証が
可能な Performance Assessment（以下 PA と
する）の開発が急務となった。PA とは、何ら
かの課題や活動を実際に遂行することによ
り評価するものであり、Wiggins,G によって
定式化された評価法である。重要なことは、
リアリティのある場面で知識・技能を用いな
がら行われる実演やその成果物を通して評
価するということである。 
音楽科教育における PA に関しては、音楽
的思考過程の質的評価を論じた横山・小島
（2012）や、真正な評価論に焦点を当てた小
山（2013）の先行研究がある。また、中学校
の鑑賞の授業を対象とした横山（2011）、薄
田・原田（2013）、小学校の授業を対象とし
た椿本（2012）、小川（2012）など授業研究
領域で報告されている。これらの先行研究で
共通していることは、言語活動を重視してい
ることである。 
一方、筆者が一連の研究で焦点を当ててき
たのは、言語活動ではなく、非言語活動であ
る。とりわけ、発達の初期段階・感覚的運動
段階の活動（乳幼児～幼年期段階）を展開で
きる実践者の育成が急務であることや、小学
校低学年の 2教科（生活科と音楽科）におい
て、真正の学びが成立し難しいことが明確に
なり、対象を幼年期に焦点化し、その実践に
携わる関係者の養成を視野に入れることが
喫緊の課題となった。 
  
２．研究の目的 
本研究の第一の目的は、音楽的経験に関す
るPAを開発することである。前述のように、
音楽科教育は、表現と鑑賞の活動を通して展
開される営みであるため、活動の充実および
真正の学びを担保するために、実践者には
様々な力量が求められる。特に音楽科教育に
おいては、言語活動の充実が叫ばれながらも、
やはり対象者の非言語行為をどのように解
釈するか、という実践者の臨床知が問われる
ことに変わりはない。そこで、第二の目的と
して、実践者（養成段階を含む）の PA の開
発を行う。 
 
３．研究の方法 
これまで、「音楽的対話」のミクロ・マク
ロ分析の方法の開発、音楽的経験を重視した
活動を軸としたカリキュラムの開発を推進
してきたが、音楽的経験の浅い実践者から、
「音楽的対話」の具体的な方法と評価の可視
化を求められている。 

（１）パフォーマンス課題の開発 
本研究では、PA を可視化する方法について、
具体的には、Williams Syndrome（以下、WS
とする）を対象とした PA の開発し、可視化
する方法を開発する。 
WS の音楽能力や言語能力に関して、社交的
で明朗な性格や絶対音感に注目した言説が
多いものの、他者との文脈における WS の繊
細な感性に関する理論的研究は少ない（根津、
2007）。感性を「履歴を持つ空間における身
体の配置（桑子、2001）」という視座で捉え
直した場合、WS の「聴覚的情報能力＝視覚的
情報能力」および「表出言語＝理解言語の能
力」のバランスの特異性は、むしろ音楽的空
間での感性の豊かさを助長していると考え
ることができる（根津、2008）。 
音楽的空間における間合い感覚や音楽へ
の親和性に関する先行研究として、沼田
（2004）の記号論的解釈を基盤とした「音楽
的対話」の分析があるが、非言語レベルのグ
ループ活動に関する研究は進んでいないの
が現状である。 
【PA の開発①】ここでは、丹野・折山（2000）
による楽曲をモチーフとし、ピアノ連弾（2
名×2）、鍵盤ハーモニカ（１名）打楽器（3
名）のためのパフォーマンス課題を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．分析の対象の可視化 
芸術プログラム（2002－2014）に継続的に
参加している 8 名（11 才～23 才）のアンサ
ンブルを対象とし、K. Schumacher（2008）
の手法を参考にし、同期性の変容を明らかに
する。 
【PA の開発②】   
WS の療育・教育においてもっとも課題とさ
れている視覚認知と運動機能の障害に焦点
を当てた実践（リトミック・ダンスなど）も
年々増加しているが、研究報告は、根津ら
（2005）以降見当たらないのが現状である。 
WS が、イメージを身体表現（パフォーマンス）
することを不得手としているのは、第７番染
色体の片方の q11.23 領域の約 20の遺伝子報
の欠失に起因するものであることから、以下
の 3点を重視した PA を開発する。 
① パフォーマンスの内容について、知識
があること 
② 表現者も鑑賞者も、そのパフォーマン



スの内容について知識があることつま
り、文化的共有が可能なこと。 
③ 動作（所作）について、客観的に評価
が可能であること 

（２）実践者のためのルーブリック作成 
高等教育実践の評価ツール開発の先駆的
な取り組みとして著名な 2007 年から 2010 年
までの米国の VALUE（Valid Assessment of 
Learning in Undergraduate Education ）の
評価項目を参考にしたルーブリックを作
成・試行する。 
 
４．研究成果 
（１）PA の開発 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２．アンサンブルにおける同期性 
PA①関しては、メロディーやテンポなどの
特定の音楽要素に対する調律行為よりも、他
者のおかれている状況に対する調律行為が
表現行為の基盤となってることを図形楽譜
として明示することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３．運動の領域 

また、PA②に関しては、図３のように「粗
大な運動＝微細な運動」および「左右の運動
＝上下の運動」の２軸により４象限に分類し、
歌舞伎ダンスで経験する運動を俯瞰するこ
とが可能になった。 
（２）実践者のためのルーブリック作成 
 「対話的事例シナリオ」の評価項目を抽出
し、米国のプロジェクト研究と照合した上で、
簡易ルーブリックを作成した。開発したルー
ブリックを授業で試行した結果、学生の思考
過程を可視化できることが示唆された。また、
ルーブリックによって、ガイディングクエス
チョンの改善やグループ活動のあり方など、
授業における対話の質的な改善に関する具
体的な課題を明らかにすることができた。 

 VALUE では、教養教育によって形成される
べき能力として 16 領域の力を「知的・実践
的スキル」「個人的・社会的責任」「統合的・
応用的学習」の3つに分類しているが（VALUE、
2015）、今後は、教員養成や保育士養成に適
用可能かどうかを検討する予定である｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４．ルーブリック 
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